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我
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計
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を
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す
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我
が
国
の
家
計
が
保
有
す
る
金
融
資
産
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
も
今
日
に
至
る
ま
で
概
ね
着
実
に
増
加
し
、
現
状
で
は
一

四
〇
〇
兆
円
に
達
し
て
い
る
。
し
か
も
、
大
宗
は
金
融
機
関
へ
の
預
金
や
年
金
・
保
険
資
産
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
我
が
国

の
国
・
地
方
の
負
債
は
九
〇
〇
兆
円
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
い
わ
ば
家
計
か
ら
金
融
機
関
を
通
じ
て
国
債
、
地
方
債
へ
の
太
い

資
金
の
流
れ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
国
債
の
利
回
り
が
二
％
に
満
た
な
い
現
状
で
は
、
マ
ネ
ー
面
か
ら
見
て
我
が
国
の
成
長
率

が
低
位
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
家
計
資
産
の
現
状
を
踏
ま
え
た
経
済

財
政
改
革
の
必
要
性
に
関
し
、
以
下
九
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
一
年
三
月
末
の
家
計
の
資
産
は
一
四
〇
〇
兆
円
、
そ
の
過
半
が
現
預
金
で
あ
る
。
そ
の
資
産
の
性
格
別
の
内
訳

及
び
所
得
階
層
別
の
所
有
構
造
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

二

家
計
資
産
を
預
か
る
金
融
機
関
の
企
業
部
門
へ
の
貸
出
は
伸
び
悩
み
、
預
貸
率
は
国
際
的
に
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

三

こ
の
こ
と
が
、
金
融
機
関
の
収
益
性
を
圧
迫
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

四

金
融
機
関
等
の
資
金
は
国
・
地
方
債
（
公
的
セ
ク
タ
ー
）
の
保
有
に
回
り
、
結
果
と
し
て
「
家
計
〜
金
融
機
関
等
〜
官
」

一



と
い
う
資
金
循
環
の
流
れ
が
太
く
な
り
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
が
経
済
の
成
長
を
阻
害
す
る
危

険
性
は
な
い
の
か
、
政
府
の
見
解
を
う
か
が
う
。

五

現
状
、
国
債
の
発
行
許
容
限
度
は
「
青
天
井
」
の
感
が
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
発
行
残
高
の
限
界
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
う
か
が
う
。

六

昨
年
末
、
「
デ
フ
レ
宣
言
」
を
さ
れ
た
が
、
そ
の
原
因
を
ど
う
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。
「
需
要
と
供
給
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
大
き
い
」
（
三
五
兆
円
程
度
）
と
の
見
方
も
あ
る
が
い
か
が
か
。

七

日
本
経
済
の
成
長
の
た
め
に
は
、
家
計
か
ら
民
間
企
業
へ
と
新
た
な
資
金
循
環
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

政
府
の
認
識
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
経
済
政
策
を
構
想
さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

八

「
お
金
を
動
か
す
」
戦
略
と
し
て
、
�
成
長
分
野
を
切
り
開
き
、
民
間
の
投
資
意
欲
を
高
め
る
、
�
個
人
の
直
接
投
資
を

促
す
、
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、
�
寄
付
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
用
な
ど
、
「
協
働
」
の
視
点
で
、
家
計
資
産
が
「
公
共
」
を

肩
代
わ
り
す
る
シ
ナ
リ
オ
も
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

九

家
計
と
国
債
の
間
で
滞
留
し
て
い
る
資
金
循
環
の
段
階
的
な
解
消
は
、
財
政
政
策
面
で
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
う
か
が
う
。

二



右
質
問
す
る
。

三


